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Abstract 

Since break of submarine topography can not be detected directly, its re-

st in乱uencedaccording as the accuracy of survey and the character 

Zなな：；r::yi叫 Di…ingthese influences in this treatise, we have仇 ined
following conclusions: 
The limits for representation by the scales of obtained geomorphological charts are 

lmost equal for scales 1/8,000,000 and for 1/4,000,000・However,in the charts of 
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as the scale. 

・ s topographies classi負edto“large”，“smallη，and “micro”副topo” 
Di~en . .n be represented as the power of ten, i.e., for example, widths of terra附
:::p::e:h:a ordr of m昭 nitudeof 100 km in the case of l訂酌 10km for small, ~nd 
~1凶 for micro-topographies Thus, dimension is represented as expon酬 ialfuncti n 
of scale. Also the span of isobaths is represented as an e玄ponentialfunction of scale. 

まえがき

海底地形の表現に関しては、各種の地形の規模が統

計的に明確にされていないため、その表現には一定し

た基準がなく適宜に行っている場合が多い。

もっとも、直接に海底地形を視認することは困難で

あるので、基本的には地形の表現は測量基準に制約さ

れるのである。

海底地形の各種地形の規模、．および乙れら地形の名称ー

をあらたに統一化することを私案として提案する。

なお、 i毎底地形の規模および種別は水路測量におけ

る詳細な海底地形測量によって得られる等深線図をも

ととする地形解析図によって決定し、またその地形区

分は実存する各種地形の数値的統計的の標準規模によ

るものとした。

最初に海底地形の表現の立場から見たわが国水路部

における水路測量の概況から述ベ、ついで、本論に入る

こととする。

ここに述べる報告においては、現在までのわが国水

路部における測量資料および海底地形解析図によっ

て、各種の海底地形の規模を統一的に見て、これに基

く測量密度・測量尺度との関係、地形表現単位として

の等深線の密度等について諭述し、さらに、従来国際 1・ 海底地形表現の立場から見た水路測量の

機関により設定されている第1位海底地形・第2位海 概況（！）

底地形の各種地形の名称と地形規模との関係を明らか 1・海底地形の表現から見た水路測量の進行状況

水路部は明治初年以来80有余年の永きに亙り、海白
にすることとした。

また、近時の徴地形誤tl量の場合に即応して、第3位 の水路rJltl量・底質分布調査を行って来たが、第二次ブ

(1）小向良七（19町；水路測量における地形表現について興和30年 日本測地学会講演要旨
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←戦直前には、測量鑑約12隻（約1,000～3,000トシ〉

大型測量船約8隻（60～250トシ〉合計20隻および商

船・漁船等の各種船舶の部外資料により、広く南洋委

任統治領を含む以西の太平洋区域、日本海全域、マラ

’イ海域にわたる区域の測量を実施した。

当初の水路測量は錘測鋼線によったが、昭和15年と

ろからようやく音響測深機に切替えられた。しかし、

当時は大部分の海域はほとんど点の測量に過ぎなかっ

た。

大戦中および以降は、沿岸測量・海洋測量に本格的

に音響測深法が採用された。昭和25年以降は水路部に

おいて完成した高性能の極浅海音響測深機が港湾にお

いても、特殊の区域を除いてはこれを使用するにいた

れととにわが水路部の水探測量は全面的に線開量に

なり、これにともない海底地形の表現もようやく精密

となった。

つぎにとれらの測量成果のうち海底地形表現の代表

的のものを時代別に見れば、つぎのようである0
., 
(1) 明治一大正時代

との時代の測量成果を代表的に要約したものは日本

日本近海深浅図（3）の両国である。こ近海水深図（2J、

れらの図は主に錘測法により完成したものであるが、

わが国周辺の海溝・海盆・海嶺などの分布の大勢が把

握される。この地形の概要は小倉伸古（4）、地形解析は

田山利三郎（5）により報告された。

しカ〉し、 これらの成果はほとんど測量艦による点測

量であって、現在の音響測深機を装備した測量に比較

すれば、其大な時日と船舶そ必要とした。すなわちー

地点、区間の作業時間は第1表のとおりである。

ーすなわち大洋底においては音測は錘測の9倍、陸棚

ao 
d
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，，
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一地点区間あたりの概探作業時間の対比‘

朝日間言十
~＼：~＼ ~ ．．大洋底

陸棚斜面

；陸棚

rii:f~： 
~m 11 ~ I ~t~~， 

捕 (1）大洋底は6000m水深、陸棚斜面は3009

m水探、陸概は200m水探として計算

(2）航走時間は7ktとして計算

(3）測点間隔は 5km.として計算

要

斜面は7倍、陸棚は1.6倍の能率の向上となる。

昭和初期～昭和16年時代 I 

この時代の地形表現の代表的なものとしては太平洋

水探図（6）：をあげるととができる、との図によって隷辺

部・海嶺・海台・海段・海溝・海盆・海山等の分布が

(2) 

明らかとなった。

この函は海底地形を把握するため、比較的犬

規模の計画にもとずき測量が行われたが、しかし、錘

測法によったため多くの時日を要した。

なお、

(3) 昭和11年～昭和22年時代

との時代の地形表現に示される代表的成果は、四国

沖水深図（7)(8）、津軽海峡水深図19）である、 との時代に

は、音響測深法の本格的の採用によって海洋区域、の海

底地形を組織的に測量することのできる段階に達し、

等深線図も比較的容易に作製された。この両図から陸

棚・陸棚斜面・海盆・海段h・海山・海谷等の詳細な分

布状況が判明した。

(4) 昭和23年～現在

との時代には等深線図が多数刊行されるようになっ

(1/812万）、〈海図番号 6080)

〈海図番号6901)c 1/800万〉
小倉伸吉（1925): 日本近海の深さについて

田山利三郎 (1952): 日本近海探浅図について

（海図番号6081～6091)(1/400万〉

田山利三郎（1950）：四国沖の海底地形、特に海陸棚斜面の形態について

．第7号

(8) （海図番号6078)(1/50万〉

c 9) 〈海図参考6075)(1/22万〉
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たが、代表的のものとしては富山湾水深図（10)( 11ヘ佐

渡海峡付近（未刊行）02）＼函館大森浜付近(13）、津軽

水路部における水路測量は主目的が航海にあるが、今

沿岸測量は大正の初期海洋測量は昭和17年以来計画的

に実施され、昭和23年以後は組織的な計画測量の実施

に伴って、ょうやく海底地形学的に測量が進められるl

に至った。

海峡西日（14）付近i 日本海水深図（1めがある。とれら

の諸図により詳細な海底地形が明らかとなったが、と

ぐ陀昭和29年以降は徴地形図の作製がようやく軌道に

乗るに至った。 いま、沿岸測量計画〈第1図〉海洋測量計画〈第含

図〉について見れば、海洋測量は1/50万図として全区

域は36版で、現在完成された図は5版、測量資料不足

で補充測量の要するもの5版、未測区域26版である Q,

測量計画図（浅事）

2 ..現行水路測量の実施基準

(1) 測量計画の概要

対71図
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Fig. 1 Plan charf of hydrographic survey (Parも1-Shallowwater) 

(10) （海図番号第6060)(1/5万〉

(11) 毘山利三郎（1952）：富山湾の海鼠地形ならびに底質分布の研究 水路要報第28号 第 29
号第30号

(12) 〈昭和28年測量） (1/7万〉

(13）小向良七（1956）：函館大森浜付近の海岸侵蝕 昭和31年5月水路部報告第四巻上巻
(14）小向良七（1956）：津軽海峡西日付近の海底地形・底質分布の研究 海上保安庁水路部調査
報告

(15) 〈海図番号7155)(1/150万〉
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フP2図 測量計画図（深海）
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Fig. 2 Plan chart of hydrographic survey 

(Part 2-Deep sea) 

治岸測量は 1/5万図として全区域は477版で、卜現在

測量すみのもの62版、一部補充測量を要する再測区域

19版、未測区域396版で、その潤量完結は海洋測量は

19%、泊岸測量は16%に過ぎない。

ただ、水路測量においては陸部測量のように地形の

全般を視認把握することが困難であるので、時に地形

覆別の重大な未測部を生ずる懸念、がきわめて多い。

なお、 1/50万の海底地形圏を作製するには長年月の

測量を要するので、漸次開量資料の集積するまでの過

程として1/.120万～1/200万の地形図が刊行され、航

海・水産方面に利用されている。

(2）現行測量作業の実施基準

計画測量に基く現行の作業の実施基準を見れば、次

のとおりである。
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〈イ〉測深間隔

測深間隔は沖合に至るにしたがっ

て大きくなるが、岸線および精密測

量区域等は図上間隔0.5cm、距岸1

．マイル付近はO.7cm, 3マイル付近

は1.4cm、5マイル付近は 2.5cm

である。ただ、図上の間隔が2.5cm

に達すれば沖合においても、すべて

2.5cm間隔で測深することに定めら

れている。

いま、図上の測深間隔と岸線から

の海上距離との関係を見れば、次の

とおりである。（第3図〉

0・ I=0.05M2十0.15M+0.5…（1)
ただ、し、 I：図上測深間隔（cm)

M：岸線よりの海上距離

（マイル〉

〈ロ〉 測量尺度と測深実間隔との

20・ 関係

測量尺度と測深実間隔との関係を t

見れば次のとおりである。〈第4図〉

J4＇・ 岸線付近 logm=l.6990十logs

あるいはm=50s：…...・H ・－（2)

log m=l.845.l+log sあるいはm=70s・M・－・（3)

距岸1マイル付近

距岸3マイル付近 log m=2.1461+log s 

あるいは m=140s・H ・H ・.....・H ・－－…・・J…（4)

接岸イサ延よりの溢よ距
国 高と滑j探店員忌との聞係

c... 
2..5卜 9・........φ・....歩
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Fig, 3 Relation between distance from coastal 
line on sea and span of soundinir on chart 
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Fig. 4 Relation between scale of sounding and span of sounding on sea 

距岸5マイル付近 log m=2.3979+log s 深海音響測深機（0～5,000m）精度5m

あるいは m=2509 ...・H ・...・H ・......・H ・..-(5) 極探海音響測探機（0～10,000m）精度lOm

ただし、 m ：実間隔〈メートル〉 なお海底地形に著Lい変化の存在する場合は錘測鏑

（ただし、 mく5000メートルの場合〉 線によって再開して、探海・極深海においてもメート

s：尺度1/1万を 1、＇1/2万を 2とする単 ノレ単位まで開得する。

位 以上の結果から見れば、港湾および距岸おおむね3

〈ハ〉 音響測探機の種別による測深精度

現用の水路部における音響慨深機の測深精度は次の

とおりである。

極浅海音響測深機〈測得範囲0～175m）精度O.lm

浅海音響測深機（0～1,000m）精度0.5m
グ (0～2,000 m）精度lm

マイル以内の海域では 0.1メートル、陸棚では1メー

トノレ、睦棚斜面では5メ｝トル、洋盆では10メ｝トル

の精度であるが、海山等の特殊海底地形（部の要部は1

メートノレの精度となる。

3. 測量実施基準と精度とから見た海底地形の表現

一（ 34 ）ー
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の状況

前述の基準により実施した測量資料のうち、ここに

は主として説明の対象を海洋測量としての 1/400万日

本海の水深図、沿岸測量としての 1/7万佐渡堆付近の

測量園、および徴地形測量としての 1/2万の津軽海峡

西口付近の測量図について述べることとする。

( 1) 日本海の海洋測量の結果

日本海の水深については、日本近海の水深図が一応

完成したので大正15年に報告され、乙の1/800万図の

地形解析結果は昭和27年に報告された。これらの測量

は主に測量艇によるものであるがiその後の測量によ

って得られた資料を加えて刊行された1/400万図につ

いて見れは＼新たに判明した事実としては、第5-1,

2図に示すとおりで、これによれば次のととがあげら

れる。

すなわち隠岐～大和堆の海嶺線は切断される傾向に

ある。また、海嶺の配列ならびに弧の方向から見て、

日本海は、若狭湾沖・能登沖・佐渡～戸賀沖・奥尻沖

・武蔵堆付近の5海底区に区分され、若狭沖・能登沖

は更に細分されるようで、ある。

この 1/400万図の昭和23年刊行後の新測量資料〈第

2表〉を加えた結果は、ますますとの傾向を明確にし

た〈第3表〉。

すなわち武蔵堆の南方の延び、および石狩堆・北石

狩堆の長軸方向は一般の傾向と合致し、 N(8～14°) 

Wの方向をとる。

西最上堆はこの区域の一般傾向とは大局的犯類似の

排列であるが、しかし、詳細に見ればN(31～36°)E 

とはやや異なり、 N2° Eの方向を示す。

佐渡堆、海洋堆もそれらの海底区の堆列の方向とほ

とんど、合致し、それぞ、れN(21～37°)E、N(12～30°)

Eの値が示される。

以上の結果から、新たに発見された堆等の排列の方

向も明らかに各海底区の一般傾向と合致する ζとがわ

カ〉る。

(2) 佐渡堆付近の沿岸測量の結果

佐渡付近の測量は沿岸測量計画にもとづき、昭和28

年に実施された。従来富山湾の環流の主困が長らく疑

－，、 r

聞とされていたが、新たに発見された佐渡堆の存在に

よって氷解されるに至った。

佐渡堆は、第6,-1,2図に示すとおり、佐渡島小木

より南方に延びる一大海底半島先端の海峡中央部付：近

に位置し、この堆方向は昭和28年の測量では N(7°) , 

Eで一般の排列方向と著しく相違するので3、昭和29年

に更に補測を行った結果 N(37°)Eであることが明ら

かとなった。

いま、佐渡島小木より新潟県米山を結ぶ縦断面を第

7-1図によって見れば、佐渡島小木から延びる海底半

島はきわめて緩い傾斜をなして南下する。この半島か

ら切断され孤立状に発達する佐渡堆は、最浅水深 104

mで、頂部はおおむね平坦である。この堆の南端部基

部は465mの水探で、急深となり、完全に本土と切離さ

れている。

なお佐渡堆頂上部において採取した底質は第三紀層

と思われる黒色頁岩である。

つぎに海底半島部正佐渡堆の横断面を第6-1,2図、

第 7-2図について見れば、おおむね次のような形状に

第 2表昭和24年～28年の日本構の海洋測量に、
よって発見された堆

鰐｜名称i語 震｜底質｜ま震｜記 事
。 I 

南方.5に更に24年武蔵堆の南 E140 33.0 p 主n 20 k m延
8月端の延長部N 44 08.8 長

24 137 24.0 

8 海洋堆 38 22.0 
G,cS 256 方約.55M

138 33.0 R 佐渡北方約
8 西最上堆 39 07.0 （砂岩〉

157 48M 

26 新北大端和の堆の 144 25.o! R ド批更に
7 延長 44 48.o1c水成岩〉 - 6.5km延長
部・｜

27 凶 03ヤ〈輝石 武蔵堆南西

8 石狩堆 43 58.5i安山岩〉 194 方約35-M

27 武蔵堆西方

8 北石狩堆 44 23.01（安山岩〉
260 
約35km

28 138 24γ色
5 佐渡堆 37 35.0 岩〉

104 佐渡海峡向

武蔵堆・新大和堆の延長は200m等深線が現行

摘要 1/400万よりもさらに延長する距離

新大和堆はオホツグ海
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九マl♂切で主

;/75-1図 日本海！こ於！ナ 3潜底地形図

＼ 

Fig. 5-1 G巴omorphologicalchart in Japan Sea (1) 

うf5-2図 日本海！こ於ItJ海底地形図

Fig .. 5-2 Geomorphological chart in Japan Sea (2) 

一（ 36 ）ー

、



I ' '''  、匂守’→ ' 弓

I ' ' ' ＇、、 i

/t76-I図 佐々 度堆付近内海底地形
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Fig. 6-1 Submarine topography in Sado Bank and _its neighbourhood 
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ある。

横断面（A）：佐渡側に最も近い断面であって、お

おむね円頂な形状を示す。

~6-2 図 イ左護士在付近の海底地形

l<rr.都~

1som14問屋雪

（
本
図
は
下
方
が
北
を
示
す
）

Fig. 6-2 Geomorphological chart in Sada Bank 
and its neighbourhood 

A"6-3図

海 域｜堆礁の長軸方向｜ 陸部地塊の方向

。
若狭湾 玄達瀬 N46E

沖 隠岐堆 N56EJ能登半島南北地塊
大和土佐 N58E N56°E 

能登沖北大和堆 N39Ei按礁、一女 -;I6島1 N °E 
海洋堆 N30E

海洋堆 佐渡海脚 Nl6E 
付 近 大和堆北礁N12E ‘ 

佐渡島南部地N塊4 
佐渡土佐 部箪 i頼 N21E

佐渡島北部地N塊39E 
付近 佐渡堆 N37E

向 誇E N31E 
西最上堆 最上堆 N36E 栗生島 N31°E 

付 近 西最上堆 N 2E 飛鳥 N13°E

付奥尻近島｜｜茂津多堆 N 3W I奥奥尻尻島島海底N5~：， W 

武蔵堆 N9W 
石狩堆 石狩堆 Nl4W 礼文島 N2°W 
付 近 北石狩堆 N SW 

横断面図（ C）：佐渡堆のやや北部の最浅部付近の

断面であって、頂部はおおむね平坦である。

この断面の西側には海底半島の先端部が延び、この

中間部が鞍部状の地形を呈する。

横断面国（D）：佐渡堆のやや南部の断固で、頂部

は切頭平面の形状を呈し、東側に 2～30の傾斜をなし

.. 
日本海の断面図

E
Eも
Z
4
5

Noto Wazima-Zozan Bay I 

I 

I 

l 

能登輪島一造山湾
JOO(} 

＼ 

;Jooo 
＼
 

＼
 

Ziii Km 

／、

f 、、
，戸、
I ¥ 、
I 

〆
／ 
〆

I 
I 
I 
I 
／ 

/, 

?O 

・1
I 

¥' 

＼ 
＼ 

＼ 
＼ ，， 
＼ 〆
、、，-活狭湾ー竜台網

Wakasa Bay-Ryuilaido 

担。 0 10ZO.J041JJl)/(111 

Fig. 6-3 Bottom profile of Japan Sea ar国
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芳子l!Xl 佐 t庭 I崖付近の縦断面
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Fig 7-1 Lon••tudinnl profile of Sndo Bank and its neighbourhood 

1'7-2函 佐渡堆付近のJ難k面
Fig. 7同 2 Cross section of Sado Bank 

A 

B 

C, 

D 

ている。

佐渡堆付近の地形解析結果を見れば、新潟泊岸・佐

渡沿岸の陸棚には2段の海段が認められ、その第1段

は水深20～40メートル、第2段は約100・メートルの水

探である。

佐渡堆の頂部は陸概の第 2段目の海段に相当する

がi佐渡小木から延びる海底半島〈海脚〉頂部におけ

る平坦面はこの2段目海段のさらに下位の海段で、そ

の水j奈は約150メートルで、ある。

佐渡島～新潟閉の佐渡海峡の海底は、従来富山湾か

ら延長される 500m 等深線の湾入部として示された

が、佐渡堆の存在によってこの地形部は完全な海盆で

あることが明らかとなった。

(3）津軽海峡西口付近の沿岸測量および徴地形測

量の結果

津軽海峡西口付近の測量は青函海底トシネル工事の

基礎資料とするため、昭和29年～30年の2ヶ年にわ

たって実施された。昭和29年ほおける測量の位置測定

は六分犠によったが、昭和30年にはDecca測位機に

よる中央部の測量（1/2万測量図〉と北海道吉岡沖の海

正の撒地形担IJ量（1/5千測量圏〉とが行われた。

昭和29年の測量においては、南北方向の測深線であ

ったが、昭和30年の Decca測位機による測量は東西

方向に測深線を取った。

昭和29年の海峡中央部における円座標による位置精

度は 1/100程度であるからは町中央部の測深位置と

陸部物標との最大距離約30,000mに対しーては土30m

程度の誤差があることとなる。しかし、 Decca・ 測位

機（17）は土5m、〈測深位置と Deccaとの最大距離約←

50,000 m）程度の誤差がある。

これらの測量によって得られた等深線図からの地形

解析結果は詳細に報告されているのでは叫！と ζには

これに関する記述は省略し、地形表現0-2結果について

だけ概述するとととする。

さて、昭和29年の六分儀と昭和30年の Decca概

位機による沿岸測量の成果を海峡西口、中央部の地形

表現結果から見れば殆んど一致するが、くわしく見れ

ば第4表に示すとおり、．等深線の位置には、六分儀と
Decca測位機との間で地形の種別昨よって若手の差が

認められる。すなわち、谷線は比較的良く合致し、海

崖線はとれに比較してやや不一致の傾向が強い。

次に吉岡沖海正の昭和30年度測量による1/5千測量

図（海底地形図〉と、昭和29年の 1/2千測量図との差

(16) 

(17) 

(18) 

高部不二男（1955）：水路測量における位置測定の精度について 昭和30年 10月 3日本測地
学会講演要旨
杉浦邦朗（1957）：鹿島灘並に常盤沖測量におけるデッカ測位機の精度昭和32年10月
日本側地学会講演要旨
小向良七（1956）：前掲（13)
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第 4表六分儀〈円座標〉と Decca測位機とに
よる地形表現の位置差

地形種別 最大差 最小差 平均

嶺 繰 60m 25m 46m 

谷 市泉 55 20 37 

海 崖 線 80 35 51 

平 均 45 

違を見れば次のようである。すなわち

昭和29年の測量によって示された海正崖はやや単調

な急崖とみなされたが、昭和30年の大尺度測量の結

果、この差は 2段となっているととが知られた。また、

海丘の謹上の高まり、くぼみは実際には連続した地形

である。

海正濯の下線は一直線状ではなく、出入に富む特異

の形状を示している。

4. 測量実施基準と地形解析による結果との関連性

すでに地形解析の報告されている日本近海水深図、

日本近海深浅図・太平洋水探図・四国沖水深図・富山湾

水探図・津軽海峡西日付近等深線図、およびここに示し

た日本海ならびに佐渡堆付近の地形の解析結果から、

わが国周辺の各種の海底地形の表現と測量実施基準と

の関連性について、これを総合的に見ることとする。

(1) 測深密度〈測深間隔〉と地形表現

測深間隔等の測量基準にもとずく測量成果は、陸部

測量と異なり直接視認するととは困難であるわで、し

ばしばにして重要な地形が測量されないζとがある。

佐渡堆の倒から見ても、明治年間約3マイルの測深

t 関隔で錘測銅線による点、の測深が行なわれ、佐渡堆は

この間隔内にあったため、遂に発見できなかったので

あるが‘現在は音響測深による線の測量となったので、

：航路にあたる地形はことごとく明らかにするととがで

きる。ただ、この場合、測j架線の間にある地形は測量

されないため、完全に各種地形を表現して遺漏の絶無

を期するととは困難である。

したがって、海底地形は陸部地形の表現と異なり、

おもに測量実施基準に著しく制約されるのであって、

地形の変移点等を的確に把握することができ難い。特

に大洋に．おける粗い測深間隔による測量においては、

この懸念、は最も大きい。また、往時錘測鍋線によって

測量された日本海溝等の著しい深所の測深間隔はきわ

めて組いもので、今後の音響測深によってその形状も

従来表現された地形とはかなり相違するものと予察さ

れる。

(2）測量精度と地形表現

各種の地形除、測量精度によって、その表現に差異

を生ずるが、六分犠と Decca測位機との位置精度の

比較から見れば、比較的位置を明確に示すものは海底

谷、ついで海嶺線であって、海窪線は明確な位置決定

宏欠くようである。 ζのととは海嶺線、海崖線等の凸

出部には比較的流れの作用が影響して、その頂部また

は地形変移点は円味を帯びるため、頂上線、窪線を把

握することは困難となるように見られる。特に津軽海

峡のように、底においても 3kt程度の流れの存在する

海底では、 ζの傾向は著しいようである。

なお、津軽海峡付近の最大辺長50kmおよび日本海

溝沖合300km付近の Decca測位撲の精度は前者は

土 5m、後者は立300m程度であって、六分儀の精度

は最大辺長30km付近においては約1/1,000である。

したがって津軽海峡西口中央部の両者の誤差の差は35

m程度であるO

(3) 測量尺度と地形表現

測量尺度による各種の海底地形の表現の限界、ある

いは、表現の範囲を見れば、わが国周辺の海底地形は

概括的には第5表に示すとおりである。

この表について若干の補足説明を以下に示す。

1/800万測量図は、陸棚・陸棚斜面および大洋底の

大地形区分と、海嶺・海山・海台・海溝等の大構造地

形を表現するが、日本海沿岸の堆・礁等の地形はこの

程度の尺度では表現は困難である。

1/400万測量図では、堆・礁等の表現は可能となる

が、構造線・海底段丘・海谷等の表現はやや困難で、

現行1/800万測量図と 1/500万測量図との両者に対比

して見れば、 1/800万測量図に示される程度の地形区

分をさらに幾分か細分したような結果となる。

1/50万測量図は、土佐沖ほか数版が刊行されている

一（ 40 ）ー



町＇ ＂、 i「

が、土佐沖の結果からの一般的傾向としては、構造線

・海底段正・海底段正斜面・海谷・海盆・大洋底・陸

棚等の分布の大勢が把揮できる。

1/5万測量図は、富山湾の地形表現結果から見れば、

陸棚平坦面・陸棚斜面の海脚・崖線などがはっきりす

る。

第 5表測量尺度による各種地形の表現

ま
1/800 
1/50万図 1/5万図 1/2万図 1/5千図万図

大地形 睦中地棚形 小地形 小地〈微形〉 微地形

陸棚 陸棚
海平底坦〈大山面脚〉

平担面 平担面〈小〉

陸棚斜面陸棚斜面 高まり 高まり列

海 海底段正海底段正 くぼみ くぼみ列

海嶺 洋谷 洋谷 嶺線 嶺線〈小〉

底 海山 海谷 海谷 海底山脚 海谷〈小〉

海谷 海盆 海正 海底段正構造線〈小〉

海溝 海谷 崖線（小〉
士也
海盆 海丘

海正

形 海峰 断層線

崖線

海膨

変 1tl~：：綿官岸綿査海岸線変化
イヒ 海底変 海底変化海底変化 海底変化

摘 表中 C大）は比較的大規模の地形、（小〉は小規
模地形、変化の項は地形の第二次的変化の表現
要 の可能な尺度

1/2万～1/5,0QO測量図は陸棚上の高まり、くぼみ、

小嶺・小谷等が明らかにされるが、特に 1/5,000測量

函には高まり列・くぼみ列・小嶺線・小谷線等の徴細

地形が示される。なお高まり・くぼみ等の徴細地形は、

1也質構造・基盤岩の分布等の地質学的要素を判定、ま

允は検出する上に極めて重要なもので、これらの地形

から、海底地質との関連を見出すことのできる限度に

まで到達される傾向にある。

以上の各測量尺度から地形表現を見れば、日本近海

花おける各種海底地形は 1/800万図と 1/400万図とに

は表現される地形種別に大差がないが、 1/50万図とは

：顕著な相違が示される。

' 7 令 子一，，，

1/5万図と 1/2万図とでは、かなりの差違があり、

また、1/5千図も徴細地形が表現されることが多い。し

たがって、地形表現の立場より見れば、 1/800万～1/

400方図・ 1/50万函・ 1/5万図・ 1/2万函・ 1;5,ooo閣

の5段階の測量尺度が必要とみなされる。

II ..地形区分による各種海底地形の規模およ

び調IJ量基準との関連性（19J , 1 、

まず、大地形・小地形・微地形の各地形区分による

各種の地形規模、および測量基準との関連性について

の概要を述べ、つぎに最近の測量によって得られた徴

地形の規模および測量基準との関連性についてやや詳

しく述べることとする。

1. 各地形区分による規模

各種地形の規模について述べ、つぎに測量尺度と地

形規模との関連性、測量尺度と等深線間隔との関連性

について述べることとする。

なお、との項において使用する資料は田山による日

本近海全域・四国沖・富山湾の3地形解析図、筆者の

昭和31年5月と 4月刊行の函館大森浜付近、津軽海峡

西口付近の2地形解析図計5図版である。

'c 1) 海底地形の規模
前述の地形解析図によって地形規模を見るlこととす

るが、従来は各種の海底地形の記述的の定義があるに

しても、その実際上の各種地形の数量的の規模が示さ

れないため、使用する場合の個人的の差違が甚だしい。

さて、地形の区分を、大地形・小地形・徴地形に区 f

分してそれぞれの規模を見れは＼第6表、第8図に示

すとおりである。 ζの結果、／大要を示せばつぎのよyう

である。

大地形

縁帯地形

陸棚・陸棚斜面：最大幅139～232km

大田所地形

海盆・舟状海盆・海溝：

(19〕小向良七（1956）：海底地形の表現特に海底地形の表現法とその名称について、 昭和31年＇ ' 

10月 日本測地学会講演要旨 、
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第 6-1表 大地形の規模

A 1/SOO万測量図（等探線間隔500m) 日本近海探浅図による

か司名 幅（m) ｜分布水深（mぅ｜ ｜等深線数〈本〉｜ 摘 要

陸 棚 138.8 O～200 補助線 1 日本海境沖
京ま 帯
陸棚 25.7 。～200 補助線 .1 四国沖

地 形
陸棚斜面 231.2 200～5000 10 仙台湾沖

陸棚斜面 143.4 200～5000 10 四国沖

命望号｜名 判長径（m) 1 ・短径cm) I盟副等深線数〈本〉｜ 摘 要

海 盆 616.0 337.4 746 4 日本海・小笠原各海盆

舟状海盆 721.5 76.7 1792 4 沖縄・南海各舟状海盆
間 所

日本フ ・マリアナ・ヤップ・東ヤ
海 溝 1019.3（長さ〉 61.0（幅〉 3580 8 ッ ・パラオ・琉球・フィリ γ

ピン各海溝

海 嶺 1674.2（長さ） 74 .. 0（幅〉 3170 7 沖鳥島・七島～硫黄島各海嶺

凸 所 北西沖海太台・平洋・ウエーグ沖・小笠沖
海 」口2、 2984 6 原各 西カロリシ沖・ルソシ

B 1/50万測量図〈等深線開隅200m) 

区よ望号｜名 称｜ 幅（m) ｜分布水深cm)I 

四国沖水深閣による

陸棚

陸棚斜面

23.5 

140.6 

O～200 

200～4800 

陣深鰍〈本〉｜ 摘

1 （月ljに補助
線 1)

要

緑

地

円。
η
o
n
D

13967 m海正、 4150m海正

｜勝浦海膨〈一部区域だけ〉

2210 m平頂海山

長径（刷｜短径（km)I都品等深線数〈本1摘か司名

海 盆

四 所｜舟状海盆

海 溝

海 嶺

海台？
凸 所｜海膨

平頂海山

要

926 

1221 

44.4 

14.8 

4 

7 

土紀海盆

大隅舟状海盆

135.0 

48.1 

291 

1542 

2190 

49.9以上

？〈長さ〉

37.。
34.2 

31.4（幅〉

14.8 

c 1/5万開量図（等深線間稿50m) 富山湾水深図による

区ので

山

要
町
一
緑
地

称

一

棚

面

一

寸

井

S

一

占

ホ

一

概

一

陸

陸

幅（km) ｜分布水深cm)I 

D 1/2万測量図（等深線間隔2m) 津軽海峡西口付近水深図による

一
一
一
縁
地 域区のでま底地盆

深等

師

mnu 
『

if
L
 
、－自ノ

η
L
向
車

τ
i
o
r巾

院深鰍（本〉｜ 摘幅（刷 ｜分布水深（戸〉｜’－hn 

f
会
中 要

陸榔

陸棚斜面
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第.6-2表 小地形の規模

a. 1/50万測量図〈等深線間隔200:In) 四国沖水深図による

ぷ尽｜名 称｜ 幅〈同 ｜分布水深（m)17~空宇｜等深線数（本〉｜
、

摘 要

ノト縁帯 l海（底海段段正〉 ｜ ｜ 45.0 1200～1400 150 1 l土佐海段、日高海段
1600～1800 

地 形 ｜ 段？斜毎面斜底面段（正海） 40.0 
200～1200 
{1200-1600 

700 4 

！か司名 判長径（km)I短径（km)・1齢出等深線数（本）I摘 要

8.2 6.1 304 2 戸崎海窪、都中海窪
凹 l海窪
所 洋谷、海谷 95.0（長さ〉 2 .9 （~冨〉 360 2 四万十、足摺各洋谷、佐喜浜海谷

海 正 34.2 16.6 462 3 土佐襲、室戸各海丘

凸 所｜小海台 49.9以上 34.2 291 2 3967m、4150m各小海正

海 蜂 25.0 13.5 1417 8 2463m、2357m、3131m..各梅峰

注海釜は発達しない

b. 1/5万測量図〈等深線間隔50m)

おそ空｜名 称｜長径（km) I短径〈刷悼法｜等深線数〈本〉｜ 摘 要

問 所 l洋谷、海谷1 10限さ〉｜ 0明） I 250 I 6 I 

正予］海正？｜ 1・7 I o. 9 I 111 I 3 I 55仇 792m各海正・

注海段、海段斜面は認められない。海釜は発達しない

c. 1/2万測量図〈等深線開隔2m) 津軽梅峡西口付近測量図によるゐ

長ょ坦（名 称｜長径（km)I短径（km) ｜部;if陣深線数（本〉｜ 摘 要

凹所｜海釜I 1.5 I i.o I 60 1 ：.~）c伽等深｜津軽西口西部海釜
凸所｜海正？ I s.5 I i.o I 32 I 11 ｜吉岡沖海正
注海段・海段斜面：洋谷・海谷は発達しない

第 6-3表徴〈小〉地形の規模

α． 1/5万測量図〈等深線開隔50m)

除雪｜名称｜幅叫分布水深（m)l響｜幣数｜
J 富山湾水深図による

摘 要

I I 1200～250 400～450 I I 
i平坦面｜ 0 7 I l I 50 I 1 小縁帯 l , I v • I t5oo～550, ' vv 『 ＆ 

l l I 1 o, 250～400 I 地 形｜平坦斜面｜ . I ~ 

項司名 誌｜長往〈一〉｜ 短 径（l;tm ｜止深（m)I等概数l摘 要

所｜谷f泉〈海谷）11.2（長さ〉｜ 0駅幅〉 I 20 I補助線1I補助等探線部

注 えぼみ、高まり、嶺線を認めない

β． 1/2万測量図（等探線間隔2m) 津軽海峡西口付近測量図による
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' 
' ' ＇‘ 

l ’， ' 
' 一ι一一 よ」〕ー



1/1万測量図〈等深線開隔lm) 函館大森浜付近鞘量図による

防司名 称l幅（km)I＇分布水深（ m)i比むヒ角｜等間数l捕 要

56～62、 68～78
平坦面 1.2 80～98；、 100～112 13.4 7 

} 1/2 

徴〈小〉
116～128 

縁帯地形

平坦斜面 o 4 I…、 m～80 5.7 3 

98～100、112～116

か司名 称I長径（km)I短径（km)I比深（m・〉比高｜｜：等深（本線〉数｜｜ 摘 要

くぼみ 0.18 0.07 3.1 2 1/2万図（津軽〉

くぼみ 一 0.4～0.6 補助線1 1/1万図〈大森浜〉一舟状くぼみ
回 戸万 海 谷 1.01 0.08～0.12 5.1 3 

} 1/2万図〈陸棚上〉
海．谷 1.45 0.11～0.15 27.5 14 〈陸棚斜面上〉

｜海 谷・ 0.5～0.6 0.02 0.5～1.0 1 1/1万図〈大森浜〉

高まり 2 1/2万図
凸I liff 補助線1

} 1/1万図
高まり 〈最大 0.28) （最大2.0) （最大3)

r. 1/5000測量図〈等深線間隔lm) 北海道吉岡沖海丘付近測量閣による

主投－：~1 名 称｜長径〈刷 l短径（km) I吟~stifli＇等務数 l t高 要

凹

凸

｜ ぽみi 0.07 I 0.03 I 
所谷 線；0.5～1・0（長さ）I0・04～0・町幅）Is・6～4・5 4～6 

0.06 0.02 l高まり｜
所嶺線 0.35～1.6 0.04～0.05 

比i菜（大規模） 1746～3580m 

比深〈やや大規模） 926～122lm 

大凸所地形

海嶺・海台・海膨・海山；

比高（大規模） 2987～3170m 

比高（やや大規模） 1542～2190m 

2.6 3 

4.0 4～6 

小凸所地形

海正・海峰：

比高 117～1417m 

徴地形

徴縁帯地形

小地形

段正面・段正斜面：

平坦面・平坦斜面：

幅 0.4～l.2km小縁帯地形

海底段丘・海底段正斜面：

幅 40～45m

小田所地形

海釜・海窪〈田山による）：

比深 60～304m 

洋谷・海谷：

比深 250～360m

｛故凹所地形

くぼみ：比深 0.5～4.5m 

小谷：比深 0.75～27.5m

微凸所地形

高まり、小嶺：比高 0.55～4.0m

以上の結果を要約すれば各地形区分による規模はつ

ぎのようである。
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7δ図 海底地形の名放.1JIJに基〈き十？買収’VηIせ形規模 たが、これは、

億三：：~：~：：·凹旬P ｛~：＇，＇叩職刷醐叩本lt も
地形規模より見て

a ft er l: 20,000 chart 
卓見である。

o after: 1: 10,000 chart 
(.2）地形規模

宵I
after 1: 5,000 chart 

ノ伽 1.PIJP 
と測量尺度との関

連性
J:QQI SQQ 

地形区分陀よる

＠ 各種地形の規模と

＠ 
＠ 4). 測量尺度との関連世－ ・; 

if'i!, 
性について見れば

占"t7P so 次のようである。
~ E切 也'j}

’~申F令．－ hトrt..一P、十E 幽 ‘＂＂ 信、 建iv ー
，，『、

縁帯地形の
協i 忌3 、主， 幅

a. 

繍 .__, ~. 規模と測量尺度と、』ノ
⑨ 

/PP '" 
n討． の関連性 i

伺F何回； ／，、 . 
陸棚・陸榔斜面

.j() 一
F守

匹目＂ .$ 

企 －海底段丘・海底
IA 

I 
段正斜面・平坦面

IA －平坦斜面等の平・
／。 ／ 

坦部の縁帯地形と

Jト一一《窃 傘 測量尺度との関係；

”傘
・& ~ は第7表、第9函

に示すとおlりであ・

I~ 臨 号堂~： 3輪＜1a;.・，み 憲をヨト塾ゑ泉 生信，聖~＇） 書台習m盈急車が’ る。qヲE斜面辛抱面 谷 ’広司3 これによれば1/

Continental Continental Ba山 Trench. Rise ~ Ridge 
Shelf Slope Sea Hollow Submarme Dome ロ Table Mou1ntain 800万測量図にお

Caldron Canyon Height c 
Sea Terrace Sea Terrace Dent Submarine r~st いては大地形はお
SI Flat V 11 Height Range ope a ey 
Flat Slope おむね幅100～25<>

Fig. 8. Topographical scope devided by the kind of name km程度のものが

of submarine topography 示される。 1/50万

一c45 ）一

i

、

大地形においては

縁帯地形は幅200km前後

凹所地形は比深1000～4000m) 

凸所地形は比高1000～4000mJ 

小地形においては

小縁帯地形は幅50km前後

凹所地形は比深50～lOOOm , 

凸所地形は比高50～lOOOm ト

（谷部地形は比深200～lOOOmI 

徴地形においては

徴縁帯地形は幅0.5～1.0km

田所地形は比深0.5～5m ¥ 

凸所地形は比高0.5～5m ト

（谷部地形は比深0:5～50m)I 

ただ、ここに田山によって示される大地形の海台の

あるものは規模が小さし小地形の区分に入るものと

見られるので、本論においては海正主して示した。

なお、田山は、小地形に、新たに海窪の地形を示！し

νt  
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田所地形の規模〈比深〉と測量尺度

との関係

第 8表平坦部地形の規模〈幅〉と測量尺度

との関係

第 7表

~I 大地形｜小品巾〈山 要

1/800万

鰻摂｜大地形｜小地形撒地形1摘

1/800万 113~.十~~~7 J I ｜陸棚
1213.2～143.引白 ｜ ｜陸棚斜面

1/50万 I j 45.o I ｜海時F正
I I 40.5 I ｜海底段正斜面

1/5万 I I I 0・71ま坦面百I I I o.5 I王子坦斜面
I I I 1.2 I平坦面

1/2万 I I I o.4 I平坦斜面
｜問問…脚定めにく
いので関係式の計算には除外すること
とした。

要

要t商

縮尺ど海底地形規模との関係第九図
測量図においては、小地

形はおおむね幅40km程

度、 1/5万～1/2万測量図
θElevation 
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A Valley 

においては椴地形は幅1

～0.5km程度のものがそ
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大地形の陸棚および陸棚

斜面は地域的に著しく相
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形区分の段階に適合せし
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めることはやや困難であ
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釜・くぼみ等の凹所地形

の規模と測量尺度との関

連性について見れば第8
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表と第9図に示すとおり

とれによれば1/800万

である。

． 
－ 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
測量図においては、大地

形は比深約1700～3600m

~oマさb芯
(Seate) 

与n
(1ul) 

偽名4ゐふ
-I 

(Aρ 1/50万測量図においては

大地形は約900～1200m、

小地形は約300m、1/2万

Fig .. 9 Relation between sounding scale and sc,ope of 
submarine topography 
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1/1万測量圏、 1/5000潤量図においては、｛故地形は0.5

～3m程度の地形のものがそれぞれ表現される。

c. 凸所地形の規模と測量尺度との関連性

海嶺・海台・海膨・平頂海山・海正・海峰・小海台

（仮称〉・高まり・嶺線等の凸所地形の規模と測量尺

度との関連性？とついて見れば、第9表、第9図に示す

とおりである。

これによれば、 1/800万測量図、 1/50万開量図にお

いては、大地形は比高約 1500～3000m、1/50万測量園、

1/5万測量閣においては、小地形は約 100～1400m、

1/2万測量図、 1/1万測量図、 1/5000測量図の徴地形は

0.6～4mり地形のものが表現される。

なお、 1/50万測量図における小地形の29lmの海台

として示されるものは、その規模よりして小海台とし

た。

また、 1/50.万測量図における小地形の32mの海丘

は規模がやや小さい。

第 9表 凸所地形の規模（比高〉と測量尺度
との関係

ι可l大一地形｜態管｜摘 要

3170 嶺
1/800万 2987 v口乙2、

1542 海 1彰

2190 平頂海山

1/50万 462 海 丘

1417 海 峰

291 小海台〈仮称〉

117 正
1/5万 32 正？

o.6 I高まり
2.6 高まり

1/5000 4.0 嶺 線

d. 谷部地形の規模と測量尺度との関連性

洋谷・海谷・谷線等の谷部地形の規模と測量尺度と

の関連性について見れば第10表、第9図に示すとおり

である。

とれによれば1/50万測量図、 1/5万測量図において

ヴ，
duτ rt
、、

＠ 

第 .10表谷部地形の規模〈比深〉と測量尺度

との関係

望点空l大叫地形｜徴地形i摘 要
1/8町｜

1／町｜ I 360 I ｜洋 1 谷 l fて

I 250 I 20 I海谷J

色、

5.1 海谷〈陸棚上〉
壬／2万｜

海谷（患面空）［
27.5 

1/1万｜ I o.7 I谷 車嘉

I 4.5 I谷 線

は小地形は比深約250～360m、1/5万測量図、 1/2万

測量図、 1/1万測量図、 1/5000測量図においてはi微

地形は約0.7～28mの地形のものが表現される。

(3）等深線の間隔と測量尺度との関連佳

地形表現単位としての等深線の間隔を、従来刊行さ

れている等深線図および地形解析図から見れば、必ず

しも妥当なものでないものも認められるが、いま標準

的の等深線開隅と測量尺度との関連性、について見れ 4

ば、第11表、第10函のとおりである。

ζれによれば、 ι／800万測量図における等深線の間

3第十図綿足k基準等深株間隔kの関係
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歩二、 ！ 

e 隔は500m、1/250万測量図は250m、1/50万測量図は

lOOm、1/10万測量図は50m、1/5万測量図は25m、

1/2万測量図は5m、1/1万測量図は2.5m、1/5000測

量図は lm、.1/1000測量図はO.lmがそれぞれ妥当と

みなされる。

F;g, 11 Topographical scope devided by the kind of name of 

submタinetopography 十守
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第十一図海底地形のあ称刻［：：基く計潮い日の地形相英

A'12図 予ヶ出奇付近力スフラ也形

第 11表標準的の等深線間隔と測量尺度との関係

な？｜現行図｜薬常｜ 摘 要

1/800万 500m 500m 妥当
1/50万 200 100 200mでは粗

1/5万 50 20-25 50mでは組

1/2万 2 5 2mでは困難

1/1万 1 2.5 lmではやや困難
1/5000 1 1 妥当

2. 極浅海部の徴海底地形の規模と測量基準との関

連性

近時海底地形開量の精度向上および海洋学の進歩発

が提起されている。

達に伴って、微細地形の規模とその表現に関する問題

従来、港湾等の区域その他特別の地域を除いては大

尺度測量は実施しなかったが、最近においては海岸侵

蝕の研究資料、臨海或は海底施設等の工事計画の基礎

資料とするために精密な地形測量が必要となった。近

年に大尺度測量による地形解析資料が得られたので、

新たにこれらの地形規模について、特に項を設け述べ

ることとした。

なお、ここに使用する澗量資料（20）は昭和31年10月

～11月に実施じた 1/3000の相模湾奥部測量図（21入昭

.tDm..£.】£ ョーι_.:a:. 却 玄孟孟主堂孔

ヘ主
Cusp in the coast of Tigasaki and its neighbourhood Fig.12 

和31年 12月実施の1/5000

の鹿島灘北部測量図（22）、お

よび1/1000の東海村原子力

研究所付近測量図である。

(1）橿浅海部の海底地

形の規模

相模湾奥部、鹿島灘北習

における極浅海部の微地形

の規模は第12表、第11匝

に示すとおりで、 ζの結果

の大要は次のようである。

なお、カスプ地形そ海底

(20）小向良七（1957）：水路測量における地形表現特に極浅海部の海底地形特に徴海底地形とその

名称について 昭和32年5月 日本測地学会講演要旨

(21）小印良七（1957）：相模湾真部付近の海底地形底質分布について 水路要報第54号

(22）小向良七（1957）：茨城県東海村付近の海底について 海の資源創刊号 日本海底資源開発研

究協会
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第 12表 徴地形の規模

、（a) 1/3000測量図〈等深線間関0.5m) 相模湾奥部測量による

か与1名称l幅（m) I 分布水深（m）同五－~）戸額数 t商 要

: J& : I :l&*': I 
防司名五ヨ長径（m) 短径（m) I比深比高（m)I等深線数 摘a 要

田 所l谷状くぼみl 13 I 1.s I 
鎌倉一江ノ島付近

凸 所｜嶺状高まり｜ 22 I 2.3 1 

(b) 1/1000測量図〈等深線開稿0.2m) 東海村原子力研究所付近測深図による

区分＼司名称｜幅削｜分布水深（m)I水深差（m)I等深鰍 1 捕 要

微縁帯 i平地｜約 6・｜ 0～5 I 0.1 I 1 
地 形｜平地斜面 l約2～8 I 0～5 1 0.2～2.0 I 2～5 

長径Cm) I短径（m)よア｜名 称ト－ ¥ ｜比深・比高（m) 摘 要
1段ノξ 」 I 2段ノミ』

フI6s～83(77個）I19～79 (5個） 10.3～0.6(43個〉
-I 94～100 c101) I ー I1.1～3.5(101)' 

茅ケ崎付近（i/3000図によ

る〉

凸

守ノ、

所 lノξ

- I 22～53 (77) 
」 I49～84 (101) 

31～57 (5) J0.3～0.6 ( 43) 
Ll～3.5(101) 

茅ケ崎付近（1/3000図によ

る〉

(c) 1/300測量図〈等深線間隔0.1m) 相模湾海岸図、鹿島灘北部海岸図によ若手

称｜長径（m) I短径（m)l比深（m) ｜摘要
l茅ケ崎昨

’i 
園幽.. 

カ スプl… 63 I 5.1～6.6 (251個〉
凹 所 i
カスプ｜…7.2I (175個〉

地形に包括することは疑義があるが、しかし、接岸海

底に広く発達分布するので一応ここに述べることとし

た。（第12図〉

徴縁帯地形

平坦地・平坦地斜面：幅60～6m

｛故田所地形

谷状くぼみ・トロフ：比深0.3～3.5m 

カスプ〈海岸地形〉：比深Q.4～0.9m 

徴凸所地形

嶺状高まり・パ｝：比高0.3～3.5m 
以上の結果から見れば徴縁帯地形としての平坦地、

平坦地斜面は 10米台、徴凹所地形の谷状くぼみ・トロ

l問七部僻
フならびに搬凸所地形の嶺状高まり、ノξ」の凹凸所は

1米～10米台となる。

(2）地形規模と測量尺度との関連性

極浅海部における各種地形の地形規模と測量尺度と

の関連性について見・るに、前述においては尺度1/1女子

よりも小尺度の測量図に基くものであるが、ととには

1/1万よりも大尺度の測量；図について述べるとととす

る。極浅海部の平地・平地斜面の徹縁帯地形・谷状え

ぼみ・トロフ・カスプの凹F帯血形・嶺状高まり・パー

の凸所地形と測量尺度との関係は第 13表に示すとお

りである。

この結果によれば第9圏に示された資料の不充分なi
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第 13表徴地形の規模と測量尺度との関係

量白尺布度＼匂＼ 幅器時Cm）！・田比所深地（m形〉｜｜凸比所高地（m形〉｜｜ 摘
要

40～60 平地、同斜面

1/3000 1.8 谷状くぼみ

2.3 嶺状高まり

6～8 王子地、 同斜面

1/1000 0:3～3.5 トロフ

0.3～3.5 ノ、守 』『

j毎岸地形 [o必－0.901

徴地形の各種地形が加わり、これによって微地形の標

準的な規模を明らかにすることができる。

(3）等深線間隔と測量尺度との関連性

1/1万以上の測量尺度と微地形の規模を示す等i架線

の間隔とを等深線図・地形解析図によって見れば、第

14表に示すような関係がある。

第 14表標準的の等深線間隔と測量尺度との関係

現行図｜標準等深線｜摘 要

1/1万 lm 2.5m lmでは極めて困難

1/5000 1 1.0 妥当
可3000 0.5 0.5 妥当
I 1/1000 0.2 0.1 可能と認められる

注 1/1000より大尺度においても O.lm（測量精度

O.lm) 

との結果は第11表ともよく関連した関係を示し、標

準的の等深線間隅の設定ができることを示すものであ

る。

3. 地形規模と測量基準との関連性

前述の諸結果から地形規模と測量尺度、等深線の間

賠との関係を大地形・小地形・徴地形を通じて総合的

に見ればつぎのようである。

(1）測量尺度と地形規模との関連性

測量尺度と縁帯地形・凹所地形・凸所地形・谷部地

形のそれぞれの地形規模との関係は第 13図のとおり

で、その関係式は以下のとおりである。

測量尺度（S）と縁帯部地形の幅（W)(km）との

関係は次式のとおりである。

log W＝：ー0.157(logSア＋1. 70(log S) 

-2.18 ....・H ・＂＂.・ H ・＂.・ H ・H ・H ・－－…（6)

ただし Sは1000単位とし実数でこれを示す（以下

同じ〉

つぎに測量尺度（S）と問所地形の比深（D)(m)

との関係は次式のとおりである。

log1 D=:-0,210(logS)2+1.83(1ogS) 

-0.53…＂＂・ H ・＂＂・ H ・........・H ・－…（7)

測量尺度（S）と凸所地形の比高（E)(m）との関

係は次式のとおりである。

・logE==-0.250(log S )2+2.06(log S) 

-0.98・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・（8)

測量尺度（S）と谷部地形の比探（V)(m）との関

係は次式のとおりである。

log V == -0. 664(1og S )2十3.53(logS)

-2.15日・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・（9)

(2）等深線間隔と測量尺度との関連性

大地形・小地形・徴地形を通じて、すべての地形を

表現するに適合する測量尺度と標準的の等深線開掃と

の関係について見れば、第11表、第14表および第10

図より次のとおりの関係が知られる、すなわち

第十三図縮尺と7毎底地M札棋との関係
車

I 。（Elevation)
拠担ー・ c (Depr聞 ion)． ” I o 
ロ E9 (Flat, Flat Slope) 
長
e; ， ， 
<'0 ＂＇~ 

メ: Z包．

0 ・J
(I今e:.;:.i R . I '(f $ // 

I 〆J( ~， 

ーf ”宣
， ， ， ， ， 

附 4払J / 

，・ 3

．， 
%t為f • ’j千

(Sc11.le) 

Fig, 13 Relation between sounding scale and scope of 

submarine topography 

·~ 
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・測量尺度（S）と標準等深線開隔（ I)(m）との関 心・邦文と不一致であるのでJこれを統一じて、邦文に！

係式は おいては第1位海底地形に洋、第2位海底地形に海を

log I = -0.167(1og S )2+ 1.57(log S) 冠することを妥当と考える。

-1.00・…....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・｛10)

もっとも断層、急差等の存在する特異地形において 1. 第1位海底地形、第2位海底地形における各種

は、との標準的の等深線間隔によって完全な地形の表 地形の名称

現を実現することは困難な場合もあるが、大局的には 第1位海底地形、第2位海底地形附ける各種地戸

我が国周辺においては、この統計的結果と合致するで の名称については、既に戸924年の国際水路会議および．

あろう。 • 1954年の国際命名委員会によって基礎的に定められて

いる（26)(27）。ただ 1924 年と・l~54 年との相違の主芯る

ものについて若干の補足的の説明をすれば次のようマIII. 地形規模と形態による各種地形の名称

およびその系統的区分（23)(24)(25)

各種の地形の名称は学術的のものもあり、また慣用

的のものもある。しかし測地学的には各種海底地形の

名称は地形の形状、大きさを測定して計測的に定めな

ければならないことに国際命名委員会によって議決さ

れている。事実国際水路会議によって各種の地形が定

義されているが、この定義はやや記載的で、数理統計

的の具体性に乏しい憾がある。このため個人的の認識

の差異によって、その名称が区々となる場合も往々に

して起り得る。

ここには前述したとおり各種の地形の規模と形態を

広く太平洋、日本海および沿岸の海底地形の解析結果

から究明して、従来決定されている名称と関連せしめ

て、統一的の排列を試みた。

また、 ζれに伴って未決定の徴地形についても新た

にその規模と形態との確立、および名称の統一化を計

る必要に迫られているので、ここにその試案をもあわ

せ提記した。

J

J

 

1

・3』ー、，
L
Y
 

ある。

第 I位海底地形

従来の窪（Talus）は斜面（Slope）と改称され、平., I 

頂海山くTabl~ Mount）、海山（SeaMount）が追加

された。

第2位海底地形

新たに海底段正（DeepSea Terrace）、洋谷（Sub

marine Canyon）が加えられた。

また、第2位海底地形lの地形名称に関して、岡山は

次のとおり提議している（28）、すなわち

従来の海渠（Furrow）は廃止し、 これと同義のもの

として洋谷（SabmarinCanyon）を設定する。

また、海窪（SeaHollow）および海卓（SeaDesk) 

を新たに設ける。

筆者は第2位海底地形の地形の名称について、次の

とおり提議したい。すなわち、田山が廃止することを

述べた海渠は、その本来的の定義は溝状の田所である

ので、第2位海底地形の溝状地形とすることとしたい、 ・' 

なお、従来第1位海底地形の名称は、主として海溝、 しかし、岡山が提議した海窪（Sea Hollow）海卓

海嶺、海山等のごとく海を冠することが多い、が欧文 (Sea Desk）の設定は最も妥当適切のものと考えられ

においては第2位海底地形に Seaを冠することが多 る。

(23）小向良七（1956年）：前掲（19) (24）小向良七（1957）：前掲（20)

(25）小向良七（1958）：各種地形の形態と地形規模とによる系統的区分について 昭和33年11月
日本測地学会講演要旨

(26）水路部（1927）：海底形状に関する標準術語の経過水路要報第6号．

(27) International Committe (1954): On the Nomeclature of Ocean Bottom Features 

Inter. Hydro. Rev. vol.31 No. 1 

(28) 田山利三郎（1950）：前掲（7)

J治

_.....,.,. 
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また、海底段正が命名委員会によって新設されたの

で、この斜面部の名称をも設定することが必要と認め

られる、 ζの斜面部は海底段正斜面（DeapSea Ter-

race’Slope）と称することが適当と考える。次に従来

潜岬（Spur）として定義された第2位海底地形は、

その規模よりして第3位海底地形に変更し、第2位海

底地形として海底半島（SeaPeninsela) .を設ける、

いま、地形規模に基く第1位海底地形、第2位海底地

形の各種地形の名称とその定義について見るに、

前述の各種の提起された地形の名称を含めた従来の

第1、第2位の海底地形に地形規模を明示した一般的

の定義を以下のとおりに定めることをここに提議す

る。

(1）第1位海底地形〈大地形〉における各種地形

の定義

（イ〉大地形区分による大洋周囲の海底地形

英術語 [s本術語｜ 定 義

低i靭線から深梅に向って、

Continental 海底傾斜が急に増大する水

陸棚 深の所までの区間で、水探
Shelf 約200mまでの大陸部の周

縁帯である。

陸棚または Continental

Continental 陸棚
Borderlandの外縁から深

Slope 
海までの区間で、多少急斜

斜面 した斜面であって、水深約

200m以深

低潮線から深海に向って、

海底傾斜が急に増大する水

Island 深のところまでの区間で、
島概 水深約200mまでの大洋中Shelf 

の島、または群島の周縁帯

である。

島概の外縁から深権までの

Island 島棚 区間で、多少急斜した斜面

Slope 斜面
であって、水深約200m以

I栗

低潮線より下のところが極

めて不規則で、典型的な陸

Borderland 縁辺睦地 棚の水深に比較してさらに

深い水深の部分までを含む

ような地域をいう。

英術語｜日本術語｜定 義

Bordealand i縁辺陸地IContinental Borderland 
Slope ！斜面｜の陸棚の線を示す斜面

〈ロ〉大洋中の田所地形

英術語｜日本僻i定 義

多少円形i楕円形または卵

Basin 洋盆 形を呈する大凹所で、比深

約lOOOm以上

長くかっ広い凹所で、その

Trough 舟状洋盆 斜面は緩斜する。比深約

lOOOm以上

長く狭い深海底の凹所で、

Trench 洋溝 比較的両側の傾斜が急であ

る。比深約3000m程度

水深約6000mを超える深海

の凹所のうち、十分明らか
Deep 洋淵 にされた最深区域で、比深 J

約lOOOm以上。

〈ハ〉大洋中の凸所地形

英術語 ｜日本術語｜ 定 義

長く幅広い深海底の隆起

で、その傾斜は緩く滑かで
Rise 洋 i彰 あって、比高は約lOOOm以

上。

深海底の長い隆起であっ

て、その側面は Riseに比

Ridge 洋嶺
較して急な斜面で、かつ不

規則な地形をなす。比高約

lOOOm以上2こするもおもに
約3000m程度。

非常に広く多少平頂な隆起

で、その鮒面は急傾する。

頂上は小さな高まりや、く
Plateau 洋台 ぼみによって変化の多い地

形をなす。

比高約3000m程度

深海底から孤立して隆起す
Mountain 洋守山 る凸所で、比高lOOOm以上。

漂海底から孤立して隆起す

Table る平頂な凸所で、頂部の水
Mount 平頂洋山 i奈が200m以深のもの比高(Guyot) 

lOOOm以上。
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(2）第2位海底地形〈小地形）における各種地形

の定義

（イ〉小地形区分による縁帯海底地形

英術語 ｜日本術語｜ 定 義

一般に水深600m以深にあ

海底段正
る深海底の高まりを縁取る

Sea Terrace 階段状め地形で、その幅は
（海段〉 おおむねlOkm以上、比深

約 lOOm以上o'

海底段正
Deep Sea Terraceの外縁

Sea Terrace 
斜面 から下方のやや急斜した斜

Slope 
面〈海〉段斜

面部であって、比深約 100

m 以上。

長くかっ Sea Terrace 

Sea Scarp 海底崖 Sfope よりも急斜した斜

菌、比深約100m 以上。

（ロ〉小地形区分による凹所地形
ι 

英術語 is本術語｜ 定 義

多少円形、楕円形または卵

Caldron 海釜
形を呈する田所で、その側

部斜面はやや急傾斜する。

比深約lOOOm～lOOm.

多少円形、楕円形、または

卵形を呈する凹所であるが、

Sea Hollow 海窪 その側部斜面部は海釜に比

較してやや車麦傾斜である。

ー比深約1000～lOOm

Furrow 海渠
側壁が急斜する深い溝であ

って比深約1000～lOOm

Submarine 陸棚、島棚またはこれらを

海谷 超えて海底に延長した裂目
Valley 

で、比深1000～lOOm

陸棚、島棚等、またはとれ

らを超えて海底に延長する

Submarine 
海峡 底谷

裂目であるが、海谷に比較

Canyon・ すればその側壁は極めて急

斜する切込みの深い峡谷で、

比深1000～lOOm

〈ハ〉小地形区分による凸所地形

英術語｜日本僻｜ 定 義

やや急斜して隆起する凸所
Sea Mount ｜円頂海山｜で、比高1000～lOOm

一三一 一寸一一一一
'I , ！十

〆

英 術語

・sea Peak 

Crest 

Bank 

Sea Desk 

Dome 

Sea 

Peninsula 

｜日本制定 義

頂部が著しく尖頭状をなす

尖頂海山｜凸所で、比高1000～lOOm,

頂部突出した狭い隆起部で

｜海峰｜あって、その断面は不規則

である。比高1000～lOOm
比較的凸所で、比高1000～

堆

平坦な頂部で、斜面は急斜

｜海卓｜する凸所地形で、比高1000

～lOOm 

，やや丹頂な凸所で、比高

海正 I1000～lOOm. 

海底に延びる半島状の隆起

海底半島｜部で、止高lOOm以上

2. 第3位海底地形における各種地形の名称

前述の地形名称は大地形・小地形につい士決定さ．れ

たものであるが、近年の地形測量の精度の向上に伴，v¥.

微地形の測量が行なわれるようになったが、これらの

各種の名称については明確に決定されたものがない。

ここに国際水路会議決定の地形区分に、第3位海底

地形を加えて、それに含まれる徴縁帯地形・徴凹所地

形・徴凸所地形の各種地形の名称を設定することとす l

ることを提案したい。

なお、ここに提案する第3位海底地形はおおむね極.I 

浅梅部の地形であって、学術上はもちろん、大陸棚の

諸問題、特に浅海部の、海底地下資源、領梅の範囲の確

立、海岸浸蝕、海岸土木の上から見て極めlて重要であも

って、 ζれらの各種地形の規模と名称の統一化を計る

ことは刻下の急務である。

さて、いまこれらの徴海底地形について、その地形

区分の意義と各種地形の定義について以下にその大要

を述べることとする。

( 1）第3位海底地形の地形区分の意義

第1位海底地形は大洋周囲を縁取る大地形、大洋中

に存在する大凹凸所であれまた、第2位海露地形は

これら第1位の海底大地形部または探所に発達する比

較的規模の大きいものマあるが、ここに提案する第3 "1 
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形態と規模による海底地形の区分第四表

Dimension 1莫Topography 合回
目ヒa
, t与a、形

図・ Horizontal Plan 形 Tertiary 形地微Secondary －h
u
 

E
＋
B
A
F
 

Primary 

陸棚
Continental Shelf 
（比探約200m)

形士也大Vertical Plan 

。
陸棚斜面

Continental Slope 
〈比深約6000m)

図面

$.ι 

断面平

。
島棚
Island Shelf 
〈比深約200m)

島棚斜面
Island Slope 
〈比深約6000m)

。

。
縁

で！！t
・r1l 

縁辺陸地

Borderland 。
海

’底

>/:>. 

地 縁辺陸地斜面

Borderland Slope 。
ー
ノ
一

1
ノ

灯
台

i

灯市一

j

ユ一貫
m
J寸
前
一

地
t
凶
則
的
同
凶
叫
一

坦
冶
川
底
一
地
S
川
恥
一

平
F
レト

K
一
坦
叫
引
”
と

締
約
一
平
日
鯨
剥
一

凶
据
一
口
幅
一

ーム一
f
k

一

lι
〆
k

－

’’t
、
h

，t、、同

①

一

④

一

ー

ノ

一

峰

、

ノ

一

e
A心
一
句
上
比
一

日
l
J
以一

I
剖
以
以
一

段
m
h
配
一
咽
m
h
旦

X
5
4
a
x
k
一

毎
T
川
則
一
段
吋
川

m
一

i
a
経
ヲ
一
語
、
氾
杭
均
一

品
川
明
町
四
一
一
様
幡
一

L
ム〆
t

b

e

L
ム
／
k

－

f

、一

S
〆
L

’‘ 
..... 

守

守

形

L
H
U｝

v
h
o
m円

カ2 け

Cliff 

（上ヒi集約lOOm以下〉
① 

海底がけ

@ Sea Scarp 

（比深約1000～lOOm)

勺



くぼみ

。Dent

（比探約 lOOm以下〉

① 

海くぽ（窪〉
Sea Hollow 

（比深約 1000～lOOm/
ロ

海盆

@ Basin 

（比深約 lOOOm以上〉

穴地

Hole 

（比深約lOOm以下〉

④ 

海釜

0 Caldron 

（比探約1000～lOOm)

？ 凹

舟状海盆
0 Trough 
（比探約lOOOm以上〉

"l 

舟状くぼみ
Longshore Trough 
（比探約lOm以上〉
（浅所に存在〉

? 

所

海

溝状くぼみ

Guttir 

〈比深約lOOm以下〉

ム

④ 

海きょ（渠〉

* Furrow 
〈比深約 1000～lOOm）ー

海溝
@ Trench 

（比深約lOOOm以上〉v 
一孟孟一一一孟孟=-..:pー＝＝～....／
ニコごと三戸ミ二二五

二＝弓平＝ミ三
、『句ー叩ーーーー同一『L －ーー－－－
一一← ー色- -

二三＝＝平二三：；：：：

底

土也

14（
山

町

〉

｜

ι， 

、1

～ 
h’J 

？＼ 叫

1
J

戸
上
間
以

谷

ιh
m
m
 

向
門

r
j司
4

；
可

a
w小
m
探

’FIM

－Eru 

一

U

L
ム

Q
U
f
k
 

o
 

海淵

@ Deep 

〈比深約lOOOm以上〉

勺

ー

、， ／、

＼→  

、句今、 、ν 0
E行議熊p窃宮怠弐含
＝ 輔副

〉

, I 

形

一一一一一一一一

ロO
向
田
由

O
L
H
Q
U
Q

入

,-

l、
も、



タヂ一一

Dimension 模規Topograph 形
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位海底地形は、主に陸棚上または陸棚付近の浅海部あ

るいは大地形、小地形部に局所的に発達する小規模の

地形とする。

これを地形学的に見れば、海底地形は各種の段階に

区分されるが、それらのうち大地形・小地形は広範囲

の地形で、かっ普遍的な区分であって、これを厳密に

区分するには各地域の測量による地形の形態、規模が

充分に明らかにされていなければならない。

第3位海底地形としての微地形は、大地形・小地形に

相対する意義をもつものであって、精密地形と解され、

おおむね範囲の狭い区域内における地形を意味する。

なお、ここにいう地形区分は測地学的には数量的の

規模によって表現される込ので幅員・比高・比探によ

って示されるが、しかし各種地形は自然の状態で表現

することは不可能とするところであって、各段暗の測

量尺度にまって示されるもので、測量精度、地図作製

精度に著しく影響するが、この場合微地形の表現は精

密の測量によって実現されるものである。

(2）第3位海底地形における各種地形の定義

新規に設定することを提議した第3位海底地形の各

種地形の名称とその定義は次のとおりである。

〈イ〉微地形区分による縁帯海底地形

英術語｜日本術語｜定 義

規模の小さい平坦地であっ

Flat ｜平坦地｜て幅約1肱m以下、比漂約

lOOm以下

平坦地の外縁から以探の、

平坦地｜地形変移点までのやや急斜
Flat Slope I ｜した斜面であって、その幅

斜面 l約 IOkm以下、比深lOOm
以下

長く、かっ日atSlopeより

Cliff I 量 ｜も急斜した斜面で、比深約
lOOm以下

〈ロ〉徴地形区分による凹所地形

英術語 ｜日本術語｜定 義

底面部は円形、または楕円

形状のくぼみで、比探約100
くぼみ｜
m以下で、おおむねlOm以

下のものが多い。

Dent 

一c58 ）ー
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英 術語 ！日本令官語｜ 定 義

底面部がやや細長い舟底形

Long Shore 舟状 をなし、海岸線に平行に発

Trough くぼみ 達するくぼみで、比探おお

むね lOm程度

溝状 溝状の細長いくぼみで、比
Gutter 

くぼみ 深約 lOOm以下

小規模の各で、比探約 100
Ravine 谷 m以下

側壁の急斜するくぽ地で、
Hole 穴地 比深約 lOOm以下

I l斜ーした 部でRaise 円頭地 比高lOOm以下

岩石または珊瑚礁よりなる

やや平頂な凸所であって、
Reef 礁

浅所に存在する。比高100

m以下

海底に延びる半島状の小規

Spur 潜岬 模な隆起部で、比高約 100

I m以下

海岸線より汀線付近までの

区聞に形成される先尖状の
Cusp 先尖地 地形で、比高約lOm以下で、

大部分は lm以下

頂部がやや平坦で、その側

Hill 台地 面は急斜する。比高約 100

Im以下

（ハ〉微地形区分による凸所地形

英術語 ｜日本術語｜ 定 義

砂、泥等の堆積する凸所で、

Shoal 州、｜
その側面は緩い傾斜をなし、

水面上に露出することがあ

る。比高約 lOOm以下

岩石または珊瑚礁よりなる

Pinnacle 尖礁
尖頭状の凸所で、その頂部

は比較的浅所に存在する。

比高約 lOOm以下

底面部は円形、または楕円

形状の高まりであって、上ヒ

Height 高まり 高は約lOOm以下であるが、

おおむねlOm以下のものが

多い
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英術語 ！日本術語｜ 定 義

Long Shore-カ〉まtまと 細長い高まりで、頂部は円

Bar 
状 味を呈する。比高おおむね
高まり lOm 

Height 嶺状
細長い高まりで、頭部は尖

Range 高まり
頭状を呈する。比高約 100

m以下

3. 海底地形の形態と地形規模による系統的区分

海底地形の形態は大別すれば、縁帯地形、凹所地形、

凸所地形に分けられ、またその地形規模は大地形、小

地形、徴地形に区分される。

ζとには、これらの形態と規模とによって従来雑然

として説明された各種の海底地形を、第15表に示すと

おり系統的に区分配列する ζととした。

IV. 結論

海底地形表現の立場より見た水路測量の実状、大地

形・小地形・徴地形区分による各種地形の規模・地形

規模と形態による各種地形の名称、およびその系統区

分について述べた結果に対する結論は、次のとおりで

ある。

1. 測量から見た地形表現

( 11) 測量基準による地形表現の制約

測深間隔等の測量基準に基く結果は、陸部の測量と

異なり、直接視認することは困難で、往々重大な地形

を逸する場合も起る。最近発見された佐渡堆の例から

見ても、明治年間約3マイルの測深間隔で、錘測が行

なわれたので、その測深間隔内にある佐渡堆は遂に発

見されなかった。現在は音響慨深によるため、線の測

量となり、このようなととはかなり少くなるであろう

が、しかし各種地形左完全に把握して測量もれの絶無

を期することは困難である。

このことは海底地形の測量においては陸部と異なり

直接実見でき難いので、その測量基準程度の表現に制

約され、地形の変移点等を適確に測定することができ

難いことそ意味するものである。

ら／ご Y 吊

' ¥ ' 

(2）関量精度・地形種別による地形表現の差異

測量位置は六分儀と Decca測位機とについて見る

も、泊岸付近で、は Deccaは六分儀よ1りも1白岸付近で

1/6、沖合距岸150マイ／レ付近の洋上で

度の誤差となる。

また、地形種別のうち、位置を比較的正確に示すも、 J

のとしては海谷、ついで、海嶺で、あって、崖線は明確な

位置決定を欠くようである。一このことは海谷の切込は

比較的判然とするが、海嶺は、特に津軽海峡のように ·.~ /:; :, 
底層まで3kt程度の流速の存在する’ところでは、頂上

は円味を帯び~ために、正確な嶺線を測定することは守

困難であることによるものと見なされる己

( 3) .測量尺度より地形表現の限界
ノ

我が国における各種地形について、測量尺度による

地形表現の限界、または範囲の一般的傾向を総合的に

見れば、次めとおりである。 1/800万測量図は縁帯海、 t

底地形、洋中の大田凸所が示される。しかし泊海区域

の凸所等は表現は困難であるが、 1/400万測量図にお，

いては、 これらの表現は可能となる。ただーし、 ・li400

万測量函を現行測量の 1/800万図之1/5_0万図との両者

に対比すれば、 1/800万測量図に示される程度の地形

をやや詳しくしたような程度である。

1/50万測量図では小縁帯地形・・11、凹凸所等の各種の

地形はほとんど表現されるが、やや小規模の小縁帯地

形・小田凸所は 1/5万測量図によらなければ表現は屈

，難である。 1/2万～1/1万の測量図には微小地形が表現

されるが、接岸付近の特異地形は1/5000程度の測量図

によらなければ、微細な地形は表現困難であるdまた、－

比高、比深O.lm程度の地形表現には、 1/1000程度の！

測量図によらなければならない。

2. 地形規模から見た地形表現

地形区分、および各種の地形規模を表現するための

測量尺度、等深線の密度等に関しては、必ずしも一定

の標準的の基準が設定されているわけでなく、大略的

のものによっているが、地形区分寺各種地形種別によ

る地形規模を計測的にまとめて、）般的の標準を定め

ることは、的確な地形を表現する上に是非必要である。
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( 1) 地形区分による各種地形の規模

海底地形の区分は、一般的には大地形・小地形・徴

地形に大別される。とれらの地形底分に包括される各

種の地形規模は、おおむね次の統計的結果となるoす

なわち、

大地形

大縁帯地形の幅員は 300km～lOOkmでlOOkm台

大田所地形の比深は4000m～lOOOmでlOOOm台

大凸所地形の比高は4000m～lOOOmでlOOOm台

小地形

小縁帯地形の幅員は 50km程度で lOkm台

小田所地形の比深は lOOOm～lOOmでlOOm台

小凸所地形の比高は 1000m～lOOmでlOOm台

谷部地形の比深は lOOOm～lOOmでlOOm台

微地形

徴縁帯地形の幅員は lOkm以下で lkm台

徴凹所地形の比i奈は lOOm以下で lOm台

徴凸所地形の比高は lOOm:以下で lOm台

谷部地形の比深は lOOm以下で lOm台

(2）地形規模による測量尺度と等深線の密度

各地形区分による各種の地形種別の規模と測量尺度

とは函数関係によって示されるが、ただとの場合各地

形区分によるそれぞれの結海地形は幅、凹所地形は比

深、凸所地形民比高によって示すととが妥当と考える

ので、その関係式はζれによって算出した。

いまこの関係式含示せば

log G=-a(log S)2+b(log S)-c 

ただし Gは各種地形の規模（幅km、比高、比深m)

Sは測量尺’度（1000単位で、実数により示す〉

地形表現の単位としての等深線の間隔と測量尺度と

は函数関係によって示される。

いま、との関係式含示せば

logX＝一白(logS)2＋β(log S)-r 

ただしXは等深線間隔（m)

Sは測量尺度（1000単位で実数として示す〉

との関係に基き、従来の測量図？とよる等深線間隔を

地形解析結果から見れば、大局的には合致するが、一

部に不適当のものもある。すなわち

1/800万図は 500m等深線（現行と一致〉、 1/50万図

は lOOm（現行200m）、 1/5万図は 25m（現行50m入

1/2万図は 5m（現行2m入 1/1万図は 2.5m（現行I

m）、 1/5000函は lm（現行lm）、 1/3000函は 0.5m

（現行0.5m入ν1000図は O.lm（現行0.2m）を適当

と認める。

ただ縁帯地形等の平坦状地形については、さらに補

助線を 1～4本程度付加するととが地形表現上望まし

い場合が多い。

3. 地形規模と形態による地形の名称むその系統

的区分

(1）各種地形の名称

国際機関によって既？と第1位海底地形〈大地形入第

2位海底地形〈小地形〉の各種地形の名称が定められ

ているが、測量により求めた地形解析結果から地形の

規模と名称との関係を明らかにするととができた。

なお、新たに海底段正が国際命名委員会により設定

されたが、これに伴って海底段正斜面をも設定する必

要がある。

さて、地形規模による各種地形の名称は、第1位海

底地形の縁帯地形においては、各国あるいは各地域に

よって著しく相違するが、わが国の陸棚・陸棚斜面・

島棚・島棚斜面の各種地形はおおむね幅250～lOOkm

である。凹所地形は比深約2000～約3000mであって、

海盆・海溝・海淵の各種地形がこれに合まれる。凸所

地形は比高約 1000～3000mで、これには海膨・海嶺・

海台・海山・平頂海山の各種地形がある。

第 2位海底地形においては、縁帯地形は幅約50km

前後で、海底段正、海底段正斜面の地形があげられる。

凹所地形は比探約300～500mで、海盆・海渠・洋谷

・海谷の諸地形である。凸所地形は比高 300～500m

で、海峰・ fM.堆・礁・尖礁・i替岬・海丘の諸地形が

これに含まれる。

つぎに第3位海底地形としての徴地形における各種

地形の名称について見るに・償地形については各種の

地形の名称は決定されていないが、近年の測量精度の

向上、海洋学の進歩発達に伴って、これらの規模の範
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囲を確立しその名称の統一化を計る必要がある。

とこにいう微地形は名称上は第3位海底地形として

区分されるもので、陸棚上の浅海部、あるいは大地形、

小地形に局部的に発達する小範囲の地域における小規

模の地形で、高度の測量精度によって表現される性質

の地形である。

第3位海底地形の各種地形の種別としては、その地

形規模よりして、縁帯梅底地形は幅0.5～7kmで、浅

海海底段正・浅海、海底段丘斜面・平坦地・平坦地斜面、

凹所地形は比深3～50mで、くぼみ・舟状くぼみ・谷

状Jくぼみ・小谷・カスプ、凸所地形は、比高3～50m

で、高まり・かまぼこ状高まり・嶺状高まり・小嶺の

諸地形があげられる。

(2）各種海底地形の系統的区分

各種海底地形において、同一形態に属する地形をそ

れぞれの規模によって系統的に区分配列すれ戸、次の

ような結果となる。

すなわち縁帯地形においては、

Sea Terrace →Flat, ・Sea Terrace 
Slope →Flat Slope, Sea Scarp →Cliff 
凹所地形においては

Basin →Sea Hollow→Dent, Caldron 

→H ole, Trench →Furrow →Gutter 
Submarine Valley →Ravine, 

凸所地形においては

Rise→Dome →Raise, Ridge → 
Crest →Height Range, Plateau → 
Bank →Hill, Mountain → 

Sea Mount →Height, Table Mountain 
→Sea Desk, Sea Peninsula →Spur 
Sea Peak →Pinnacleとなり、
まTこ、 ContinentalShelf, Continental 

Slope, Island Shelf, Island Slope 

Borderland, Boaderland Slope, Deep, 

Cuspはその定義上系統的区分は成立しない、

Sea Peninsula, Sea Peakはその系統的区分のー＇・，＇ ,,') 

部を欠くが、とれらの一部は本質的にその存在を欠く l

もの、あるいは調査不充分で未発見の結果によるもの

もある。

むすび

海底地形の測量においてはi地形の変異点が実見で

きないので、その地形表現は測量基準に制約されるb ' 

また、測量精度によって表現に精粗があり、特に地

形の種別によ ρてその表現に差異を生ずる。測量尺度

から各種の地形種別の表現の限界を、日本近海の地形

解析結果から統計的に見れば、各段階に分けた測量尺1

度は、 1/800万測量図と1/400.万測量図では表現に大『、

差がなく、 1/50万、 1/5万、 1/2万～1/1万、 1/5000

1/3000～1/1000はそれぞれに各種の地形区分による地 ι

形種別が表現される。

つぎに大地形・小地形・徴地形に区分した各種の地

形規模は10の案数として表現される。すなわち、

縁帯地形の幅員は、大地形〈第1位海底地形〉におI

いては lOOkm台、小地形〈第2位海底地形〉は lOkm・ 

台、徴地形は lkm台であって、また、凹所凸所の比’

深・比高は、大地形においてはlOOOm台、小地形は

lOOm台、徹地形は lOm台である。とれを測量尺度とi

の関係より見れば、．地形規模は測量尺度の指数函数と

して示される。また、地形表現単位としての等深線開

隔と測量尺度との関係も指数菌数として示される。 i

各種地形の名称は、それぞれの規模と形状陀ょっr
定められるものであるが、従来の国際機関によって決

定された第1位海底地形〈大地形〉、第2位海底地形’

〈小地形〉の各種地形の標準的の規模を名称と関連せ

しめた。

また、最近の徴地形部の測量が次第に増丈じている！！

が、測量にはもちろん海洋学等の立場からもこれらの

名称を早急に設定Lて、用語統一化を計る必要がある0・
これらの各種の地形の名称は、その形状と規模から

なお、 SeaTerrace, Sea Terrace Slope, 見て、浅海海底段丘・平坦地・平坦地斜面・くぼみて i

Sea Sc.arp, Caldron, Submarine Canyon ・ 舟状くぼみ・釜状くぼみ・小谷・カスヅ・高まり・カ』。

Submarine Valley, Teble Mauntain, まぼこ状高まり・嶺状高まり、・小嶺として示すことが
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誌に

適当のように考えられるので、とこにこれらの名称の

設定を提議したい。

一方各種の海底地形はその形態を同じくするが、た

だ規模の相遣するによって種々の名称が付されてい

る。

とれを同一形態のものについて系統的に区分排列す

ることを試みた。なお一部の地形には、との系統区分

に該当する地形を見出すととがむずかしいものもある

が、 ζれらは今後の測量調査によって、しだいに明ら

かにされるであろう。

なお、ことに述べた報告は従来の測量資料および現

存する地形解析図によったが、将来各地域の測量の進

行および地形解析図の増大に伴って、統計上、必要と

する多くの資料が集積され、とれによって、より正確

で合理的な結果が導かれるであろう。

ととに報告を終るに当り御指導を賜った須田院次水

路部長に対し感謝の意を表する。
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